
11
月
11
日
、
共
産
党
松
江
市
議

団
（
橘
祥
朗
、
吉
儀
敬
子
、
田
中

肇
）
は
、
大
国
陽
介
島
根
県
議
や

江
津
市
議
団
と
、
原
発
、
防
災
、

教
育
、
農
業
な
ど
、
関
係
省
庁
へ

の
申
し
入
れ
、
ま
た
、
保
育
の
無

償
化
や
子
ど
も
の
通
学
路
の
安
全

対
策
な
ど
、
担
当
部
局
の
考
え
方

を
聞
き
ま
し
た
。
今
回
の
申
し
入

れ
に
は
大
平
喜
信
前
衆
議
院
議
員

が
同
席
し
ま
し
た
。

原
発
問
題
で
は
、
原
子
力
規
制

庁
に
対
し
て
田
中
議
員
は
、
適
合

性
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
、
規
制

委
員
会
が
地
元
住
民
に
説
明
す
べ

き
と
求
め
ま
し
た
。
ま
た
橘
、
田

中
両
市
議
は
原
発
マ
ネ
ー
の
還
流

問
題
に
つ
い
て
、
還
流
し
た
金
の

原
資
は
安
全
対
策
工
事
費
を
含
み
、

工
事
の
手
抜
き
も
疑
わ
れ
、
原
発

稼
働
の
条
件
は
な
い
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

防
災
で
は
、
国
土
交
通
省
に
対

し
て
、
橘
・
吉
儀
両
市
議
は
、
松

江
市
が
宍
道
湖
・
大
橋
川
・
中
海

に
面
し
て
お
り
、
水
害
の
危
険
性

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
急
傾
斜
地
対

策
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
と
り
上

げ
、
気
象
変
動
に
伴
う
防
災
・
減

災
対
策
の
充
実
を
求
め
、
予
算
の

大
幅
増
を
求
め
ま
し
た
。

文
科
省
に
対
し
て
は
、
田
中
市

議
が
教
師
と
し
て
の
体
験
か
ら
、

教
育
現
場
の
実
態
を
無
視
し
た

「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」

法
制
化
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
他
、
民
間
英
語
試
験
導
入
の

中
止
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
校
舎
・

施
設
の
耐
震
化
な
ど
の
予
算
増
額

を
要
望
し
ま
し
た
。

農
水
省
に
対
し
て
も
食
料
の
自

給
率
向
上
で
農
業
を
守
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

一
斉
宣
伝
日
の
11
月
15
日
、
尾
村

利
成
県
議
、
橘
祥
朗
、
田
中
肇
の

両
松
江
市
議
、
岩
田
剛
東
部
地
区

委
員
長
が
市
内
で
宣
伝
し
ま
し
た
。

橘
市
議
は
、
11
月
11
日
に
行
っ

た
政
府
交
渉
で
島
根
原
発
の
稼
動

中
止
、
防
災
対
策
の
強
化
な
ど
を

国
に
求
め
た
こ
と
を
報
告
。
田
中

市
議
は
、
国
と
県
が
合
同
で
行
っ

た
原
子
力
防
災
訓
練
に
ふ
れ
、

「
原
発
事
故
が
起
き
れ
ば
、
ふ
る

さ
と
に
帰
れ
な
く
な
る
。
原
発
は

た
だ
ち
に
ゼ
ロ
へ
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

最
後
に
尾
村
県
議
が
、
「
桜
を

見
る
会
」
問
題
に
つ
い
て
、
「
国

政
私
物
化
の
究
極
の
表
れ
で
、
国

会
で
は
野
党
合
同
の
『
追
及
チ
ー

ム
』
が
で
き
る
な
ど
画
期
的
な
動

き
が
進
ん
で
い
る
。
野
党
と
国
民

世
論
で
安
倍
政
権
を
追
い
詰
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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原
発
マ
ネ
ー
の
原
資
は
安
全
対
策
工
事
費
も

・
・
真
相
究
明
を
、
市
議
団

11
月
議
会
も
憲
法
・
平
和
・
原
発
問
題
を
貫
く

松
江
市
菅
田
町
に
あ
る
重

要
文
化
財
の
茶
室
「
菅
田

庵
」
（
か
ん
で
ん
あ
ん
）

が
、
４
年
の
歳
月
を
か
け

70
年
ぶ
り
の
修
復
工
事
が
完
成
し

ま
し
た
。
11
月
23
日
に
竣
工
記
念

茶
会
が
あ
り
、
筆
者
も
参
加
し
ま

し
た
。
門
を
く
ぐ
り
、
正
面
か
ら

苔
の
道
を
通
り
、
紅
葉
で
色
づ
く

楓
の
馬
場
を
経
て
、
池
に
沿
う
道

を
上
が
っ
て
い
く
と
、
や
が
て
か

や
ぶ
き
の
建
物
が
現
れ
ま
す
。
こ

こ
が
菅
田
庵
で
、
木
立
ち
の
中
か

ら
抜
け
出
て
突
然
市
内
が
眺
望
で

き
る
庭
に
立
つ
、
と
い
う
対
比
の

妙
が
あ
り
ま
す
▼
菅
田
庵
は
、
１

７
９
２
年
に
松
平
不
昧
の
指
図
で

全
体
計
画
が
立
て
ら
れ
、
家
老
有

澤
弌
善
の
山
荘
に
建
て
ら
れ
た
小

さ
な
茶
室
で
す
。
待
合
と
し
て
蒸

し
風
呂
が
つ
い
た
「
御
風
呂
屋
」

が
あ
り
、
不
昧
の
弟
・
雪
川
の
設

計
で
建
て
ら
れ
た
「
向
月
亭
」
と

庭
を
合
わ
せ
、
全
体
と
し
て
菅
田

庵
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
明
治
に
な
っ

て
か
ら
も
有
澤
家
な
ど
に
よ
り
保

護
さ
れ
、
場
所
も
移
さ
ず
創
建
当

初
の
姿
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

松
平
不
昧
42
歳
の
時
の
設
計
で
、

と
て
も
独
創
的
で
周
り
の
環
境
に

良
く
な
じ
ん
で
い
ま
す
▼
松
江
に
、

ま
た
貴
重
な
文
化
財
が
姿
を
現
し

ま
し
た
。
山
荘
に
か
や
ぶ
き
の
茶

室
で
、
蒸
し
風
呂
付
と
は
い
か
に

も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
し
か
も
文
化

庁
が
力
を
入
れ
た
す
ば
ら
し
い
修

復
で
、
日
本
建
築
に
関
心
が
あ
る

人
に
は
、
ま
た
と
な
い
知
る
機
会

が
訪
れ
ま
し
た
。
一
般
公
開
は
来

年
春
か
ら
で
す
。
（
和
）

原発･防災･教育･子育て

市議団が政府交渉

申し入れを行う、松江市議団と大国県議ら

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
い
っ
せ
い
宣
伝

宣伝する（右から）尾村、田中、橘、岩田の各氏

11
月
議
会
は
、
11
月
27
日
か
ら

12
月
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

12
月
２
日
が
、
吉
儀
敬
子
市
議

の
代
表
質
問
。
市
長
の
政
治
姿
勢

を
問
う
と
し
て
「
桜
を
見
る
会
」

と
「
全
国
首
長
９
条
の
会
」
を
取

り
上
げ
、
そ
の
他
に
災
害
対
策
、

東
出
雲
公
民
館
問
題
等
を
取
り
上

げ
ま
す
。

３
日
が
田
中
肇
市
議
の
１
問
１

答
質
問
。
水
害
と
市
庁
舎
、
原
発

問
題
、
保
育
料
無
償
化
に
伴
う
保

育
施
策
、
教
育
問
題
等
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
す
。

４
日
が
橘
祥
朗
市
議
の
一
括
質

問
で
す
。
消
費
税
問
題
、
自
治
体

の
パ
ワ
ハ
ラ･

セ
ク
ハ
ラ
対
策
、

公
営
企
業
に
お
け
る
労
使
の
現
状

等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

議
会
に
提
案
さ
れ
る
議
案
は
、

燃
や
せ
る
45
リ
ッ
ト
ル
の
ご
み
袋

の
消
費
税
分
値
上
げ
に
伴
い
値
上

げ
前
の
ご
み
袋
に
１
円
の
シ
ー
ル

を
張
る
た
め
の
条
例
案
件
を
始
め

と
す
る
６
件
の
条
例
案
件
、
指
定

管
理
者
の
指
定
と
し
て
引
き
続
き

松
江
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
テ
ル
サ
）
と
湖
北
フ
ァ
ミ
リ
ー

農
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
新

た
に
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
を
指
定
す
る
案
件
な
ど
単
行

案
件
が
11
件
、
予
算
案
件
が
９
件
、

報
告
案
件
が
８
件
の
計
34
件
で
す
。

市
議
団
は
議
案
提
案
権
を
行
使

し
て
、
島
根
県
に
対
し
て
「
少
人

数
学
級
と
学
校
図
書
館
司
書
配
置

の
維
持
を
求
め
る
」
意
見
書
案
の

提
出
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

松江市11月議会日程

12月2日 （月） 代表質問

12月3日 （火） 一般質問

12月4日 （水） 一般質問

12月5日～10日 各委員会

12月13日（金） 予算委員会


